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グローバル人材の育成について 
 ○国の審議会等の提言等 

           
 
 
 
 
 
   
 
      

             

 
 

 

 

 

     

     
    
 
 
 
 
 

   ○本県のグローバル人材育成推進計画 
 
 
       

 

 

【グローバル人材の概念】「グローバル人材育成戦略（グローバル人材育成推進会議 審議まとめ・2012 年6 月4 日）」から抜粋 

要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力 

要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感 

要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー 

【あいち国際戦略プラン】（平成２５年～平成２９年） 

◆ 国際人材戦略 

世界共通語として重要度がますます高まっている英語教育を充実して若者の英語力向上を図る。また、海外留学や在

外経験などを積むことで、アジアを始め諸外国の異文化についての理解力と語学力を高めるとともに、日本人としての

アイデンティティーを持ったグローバル人材を育てる。 

【国際共通語としての英語力向上のための５つの提言】「外国語能力の向上に関する検討会」（平成２３年６月３０日）から抜粋 

  提言１：生徒に求められる英語力について、その達成状況を把握・検証する。 

  提言２：生徒にグローバル社会における英語の必要性について理解を促し、英語学習のモチベーション向上を図る。 

  提言３：ＡＬＴ、ＩＣＴ等の効果的な活用を通じて、生徒が英語を使う機会を増やす。 

  提言４：英語教員の英語力・指導力の強化や学校・地域における戦略的英語教育改善を図る。 

  提言５：グローバル社会に対応した大学入試となるよう改善を図る。 
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